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お茶屋を営んでいます
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JA茨城むつみのHPを
ご覧いただけます！



長寿バンザイ 第22回

野菜の手入れを楽しみにしている生井さん。自ら土を耕すエピソードにはビックリしました！！
これからも元気に野菜作りを楽しんでくださいね♪

Ｑ．日頃どんなことをして過ごしていますか？
Ａ．朝起きると神棚と仏壇に家族が無事に１日を過ご
せるようにと手をあわせることから始まり、外に
出て庭の草取りや野菜の手入れをしています。ま
た50年近く農業日誌をつけていて１日の出来事や
どんな仕事をしたかを書いています。

Ｑ．楽しみにしていることは何ですか？
Ａ．ほうれん草、トマト、キュウリなどの野菜を育て
ていて、収穫を迎えると近所の人にお裾分けをし
ます。喜んでもらえる事を楽しみに毎日野菜の手
入れをしています。

Ｑ．長寿の秘訣は何ですか？
Ａ．好き嫌いせず何でも食べて、よく寝て毎日外に出
て体を動かすことです。

昭和３年４月25日生まれ　94歳
猿島地区

生 井 よ ねさん

　
茨
城
む
つ
み
は
１
月
27

日
、
食
を
通
じ
た
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
生

活
が
苦
し
い
ひ
と
り
親
世

帯
や
子
ど
も
食
堂
利
用
者

古
河
市
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ

新
鮮
農
産
物
を
寄
贈

農産物や緑茶を寄贈

を
支
援
し
よ
う
と
古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

Ｊ
Ａ
管
内
の
野
菜
と
Ｊ
Ａ
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ハ

ム
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
、
緑
茶
の
さ
し
ま
の

息
吹
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
は
野
菜
生
産
部
会
の
協
力
の
も
と
行
い
、

キ
ャ
ベ
ツ
13
㌜（
１
㌜
６
玉
）、白
菜
25
㌜（
１
㌜

４
玉
）、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
25
㌜（
１
㌜
12
本
）、
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
７
㌜
（
１
㌜
15
玉
）、ほ
う
れ
ん
草

８
㌜（
１
㌜
20
袋
）、精
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
０
０
袋

（
１
袋
２
㌔
）、
緑
茶
さ
し
ま
の
息
吹
１
０
０
０

本
、
ハ
ム
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
１
０
０
袋
を
贈

り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ

り
増
加
す
る
生
活
困
窮
世
帯
に
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
を
通
し
て
食
糧
支
援
を
行
い
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
活
動
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
塚
原
専
務
は
「
古
河
市
社
会
福
祉

　
１
月
28
日
ホ
テ
ル
・
ザ
・
ウ
ェ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
・
水
戸
で

第
47
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作
文
図
画
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
作
文

の
部
で
五
霞
町
立
五
霞
西
小
学
校
の
渡
辺
成
泉
さ
ん
が
茨

城
県
議
会
賞
、
境
町
立
猿
島
小
学
校
の
森
下
な
な
実
さ
ん

が
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
、
図
画
の
部
で
古
河
市

立
下
辺
見
小
学
校
の
岡
安
諒
真
さ
ん
が
日
本
農
業
新
聞
東

京
支
所
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。渡
辺
成
泉
さ
ん
は「
特

別
賞
を
受
賞
と
聞
き
最
初
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
が
、
賞
状
を

も
ら
え
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
来
年
も
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
47
回

ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

協
議
会
か
ら
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
活

動
の
依
頼
を
受
け
、

賛
同
し
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
で
採
れ

た
新
鮮
な
野
菜
を

食
べ
て
い
た
だ
き

Ｊ
Ａ
の
こ
と
を
少

し
で
も
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
。」

と
話
し
ま
し
た
。

猿島小　森下なな実さん 五霞西小　渡辺成泉さん

下辺見小　岡安諒真さん
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
で
節
分
祭

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
は
２
月
２
日
、

節
分
祭
を
開
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
鬼
や
豆
の
絵
が
飾

ら
れ
、
利
用
者
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
鬼
の
お
面
を
作
り
、
利
用
者
ら
は
鼻
歌
交

じ
り
に
鬼
の
絵
に
思
い
思
い
の
色
を
塗
り
、
個
性
の
あ

る
お
面
を
完
成
さ
せ
、
お
昼
に
は
「
ぬ
く
も
り
特
別
メ

ニ
ュ
ー
」
と
し
て
恵
方
巻
と
お
寿
司
が
振
る
舞
わ
れ
、

目
に
も
華
や
か
な
節
分
の
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
扮
す
る
鬼
が
２
匹
現
れ
、
豆

ま
き
を
行
い
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
元
気
な
掛
け
声

や
笑
い
声
と
と
も
に
豆
を
投
げ
、
一
年
の
無
病
息
災
を

願
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は「
楽
し
い
ね
」「
元

気
に
な
る
ね
」
と
声
を
掛
け
合
い
、
立
春
の
前
の
穏
や

か
な
陽
気
の
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

豆まきを楽しむ利用者

県
西
４
J
A
職
員
表
彰　
職
員
の
模
範
に

　

１
月
６
日
、
県
西
地
区
４
Ｊ
Ａ
（
北
つ
く
ば
、

常
総
ひ
か
り
、茨
城
む
つ
み
、岩
井
）
で
構
成
さ
れ

る
県
西
地
区
農
業
協
同
組
合
協
議
会
の
古
澤
会
長

が
来
場
さ
れ
優
績
職
員
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
ば
、「
県
西
地
区
Ｊ
Ａ
役
職
員
研
修

会
」
で
表
彰
を
行
う
予
定
で
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
り
開
催
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
五
霞
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
の
細
井

友
貴
さ
ん
と
共
済
部
共
済
課
の
羽
部
真
一
さ
ん
が

表
彰
を
受
け
、
県
西
地
区
農
業
協
同
組
合
協
議
会

の
古
澤
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

３
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
！
Ｊ
Ａ
直
売
所
総
和
店
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
農
産
物
直
売
所
総
和
店

利
用
者
組
合
は
２
月
16
日
～
18
日
の
３
日
間

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
店
頭
販
売
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
が

参
加
し
、
店
内
商
品
５
０
０
円
以
上
お
買
い

物
頂
い
た
方
に
卵
（
６
個
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
揚
げ
た
て
の
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
メ
ン
チ
・
コ

ロ
ッ
ケ
を
特
別
価
格
で
販
売
し
ま
し
た
。
ま

た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売
や
実
演
販
売
等
も

行
い
３
日
間
で
約
１
０
０
０
人
の
お
客
様
が

来
店
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
揚
げ
た
て
の
メ
ン
チ
が

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
」

と
大
好
評
で
し
た
。

メンチカツ販売の列に並ぶ来場者左から古澤会長、細井さん、羽部さん、塚原専務

農
家
の
事
務
負
担
を
軽
減
し
所
得
増
大
を
目
指
す

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
営
農
部
営
農
指
導
課
は
２

月
20
日
か
ら
２
月
22
日
に
か
け
て
、
同
課
記
帳

代
行
職
員
が
記
帳
代
行
会
員
67
名
に
対
し
決
算

面
談
を
行
い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
複
式
簿
記

に
よ
る
会
計
の
記
帳
代
行
を
行
い
、
農
業
者
の

税
務
申
告
支
援
と
事
務
負
担
を
減
ら
し
、
農
家

が
農
業
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
適
正
な

納
税
を
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
作
成

さ
れ
た
申
告
書
類
は
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
活
用
し
申

告
し
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
令
和
５
年
度
も
年
３

回
の
面
談
を
予
定
し
、
農
業
者
の
事
務
負
担
軽

減
と
客
観
的
な
経
営
見
直
し
の
提
案
や
指
導
を

し
て
い
き
ま
す
。

決算面談を行う職員と会員



A　
西
南　
夜
間
に
排
尿
の
た
め
に
1
回
以
上
起
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
夜

間
頻
尿
で
す
が
、
通
常
は
2
回
以
上
起
き
る
場
合
に
治
療
適
応
と
な
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
原
因
は 

夜
間
多
尿
、
膀
胱
蓄
尿
障
害
、
睡
眠
障
害
で
す
。

　
治
療
は
薬
に
頼
る
前
に
、
ま
ず
は
水
分
制
限
な
ど
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
Ｔ
Ｖ
で
も
「
し
っ
か
り
溜
め
て
、
し
っ
か
り
出
す
」
漢
方
薬

の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
市
販
薬
で
も
改
善
し
な
い
場
合
は
、
泌
尿
器
科
を
受
診
し
て

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

A　
西
南　
腱
鞘
炎
は
、
指
の
曲
げ
伸
ば
し
を
す
る
た
め
の
腱
と
、
腱
の
浮
き
上
が
り
を

押
さ
え
る
ト
ン
ネ
ル
（
腱
鞘
）
と
の
間
に
炎
症
が
起
き
て
い
る
状
態
で
す
。
使
い
過
ぎ
に

よ
っ
て
炎
症
が
起
き
る
た
め
、
休
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
日
常
に
お

け
る
手
の
使
い
方
を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
具
体
的
に
、
親
指
を
使
っ
た
作
業
で
あ
れ
ば
、
親
指
を
使
わ
ず
ほ
か
の
指
で
代
用
出
来

な
い
か
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
親
指
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
装
着
し
て
負
担
を
和
ら
げ
た
り
、
力
を
入
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
加
減
し

て
使
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
痛
み
が
あ
る
部
位
を
優
し
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
あ
げ
た

り
、
痛
み
が
出
な
い
程
度
に
指
の
屈
伸
運
動
を
お
こ
な
う
こ
と
も
有
効
で
す
が
、
無
理
を

す
る
と
痛
み
が
強
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
か
な
か
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
や
、
痛
み
が
強
く
な
る
場
合
は
、
専
門
医
を
受
診

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
＆
茨
城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
共
同
企
画

　

そ
う
だ
！
西
南
に
聞
い
て
み
よ
う
♪
（
第
八
回
）

Ｑ 

寝
て
い
る
間
、
尿
意
の
せ
い
で
何
度
も
目
が
覚
め
て
ト
イ
レ
に
行
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

 　
頻
尿
な
の
か
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？（
70
代
男
性
）

Ｑ 

腱
鞘
炎
で
親
指
が
痛
い
の
で
す
が
、自
宅
で
出
来
る
治
療
法
は
あ
り
ま
す
か
？（
50
代
女
性
）

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
三
和
地
区
野
菜
生
産
部

会
は
２
月
17
日
、
三
和
支
店
で
令
和
４
年
度

総
会
を
開
催
し
役
職
員
、
古
河
市
役
所
農
政

課
、
全
農
い
ば
ら
き
県
西
事
務
所
、
部
会
役

員
合
わ
せ
て
35
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
同
部
会
の
久
保
勝
部
会

長
が
「
今
年
度
は
、
春
作
は
順
調
だ
っ
た
が
、

夏
は
猛
暑
、
秋
は
長
雨
で
大
変
だ
っ
た
と
思

う
が
、
販
売
金
額
は
約
13
億
と
実
績
は
と
て

も
良
か
っ
た
。
肥
料
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
く
が
、
来
年
度
も
有
利
販
売
に
繋
が
る

よ
う
部
会
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

令
和
４
年
度　
三
和
地
区
野
菜
生
産
部
会
総
会

算
報
告
や
次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

し
、
全
議
案
が
可
決
決
定
さ
れ
、
新
役
員
は

以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
部
会
長
＝
三
村
利
幸

▽
副
部
会
長
＝
吉
田
秀
信

▽
副
部
会
長
＝
中
村
光
男

▽
会　
　
計
＝
中
村
達
夫

久保部会長

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
境
地
区
野
菜
生
産
部
会

は
２
月
17
日
、
本
店
で
令
和
４
年
度
総
会
を

開
催
し
役
職
員
、
部
会
役
員
、
市
場
関
係
者

な
ど
53
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
同
部
会
の
小
島
信
宏
部

会
長
が
「
今
年
度
は
安
定
し
た
出
荷
と
な
っ

た
。
今
後
も
良
品
質
の
安
定
出
荷
を
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
石
塚
組
合
長
は
「
市
場

訪
問
、
意
見
交
流
な
ど
、
農
業
者
所
得
の
増

大
へ
向
け
、
農
協
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
有
利
販
売
を
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
今
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

令
和
４
年
度　
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
総
会

算
報
告
や
次
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

し
、
全
議
案
が
可
決
決
定
さ
れ
、
新
役
員
は

以
下
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
部
会
長
＝
小
島
信
宏

▽
副
部
会
長
＝
荒
川
桂
一

▽
会　
　
計
＝
金
久
保
司

小島部会長



令和５年度　春農薬窓口相談会開催日

　本年度も春野菜の病害虫防除にむけた各種農薬の相談会
を下記のとおり開催致します。
　また、当日は重点品目に限り、「特別価格」を設定して、
ご提供致しますので、お立ち寄り下さい。

※開催時間は、９時～３時までとなります。

地 区 名 開 催 場 所開 催 日

五 霞 地 区 ４／ ７ ㈮

総 和 地 区 ３／16 ㈭

境 地 区 ３／17 ㈮

古 河 地 区 ３／23 ㈭

猿 島 地 区 ３／24 ㈮

三 和 地 区 ３／17 ㈮ 三和地区営農センター　選果場

五 霞 配 送 セ ン タ ー

総 和 配 送 セ ン タ ー

境 配 送 セ ン タ ー

猿 島 中 央 配 送 セ ン タ ー

古 河 支 店

農薬窓口相談会開催のお知らせ
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当
選
者

⬇タテのカギ
二重マスの文字を A～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1
2
3
4
5
9
11
12
13
15
18

暑さ寒さもーまで
佐渡、淡路、隠岐といえば
多くの受験生が解くもの
数学ではｘやｙで表すことが多い
ツクシはこの植物の胞子茎です
飛行機が飛び立つこと
薄く切ったもの。ーチーズ
山下公園や中華街があります
卒業式で『ーの光』を歌った
イルカのヒット曲『ー雪』
衣服に付いている、洗濯表示などが
載っている部分

1
4
6
7
8
10
11
13
14
16
17
19
20

➡ヨコのカギ

１
月
号
の
答
え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
フ リ ソ デ

　第347号の答えは、「フリソデ」でした。
次の方が当選されました。
おめでとうございます。
● 中里　一郎 ● 飯田　春美 ● 渕岡　いつ
● 豊田　みと ● 田川　和枝 ● 斉藤　孝夫

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
皆
様
の
健
康
に
関
す
る
身
近
な
質
問
、西
南

　
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
募
集
し
ま
す
!!

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

総
務
企
画
課
　
行

404060363

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
３
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ひな人形に供える餅
入試のときはケアレスーに気を付けて
ぐっと辛抱すること
ウドの生産量が日本一の、北関東にある県
跳ね上げたひげが特徴的なスペインの画家
石が細かく砕けたもの
雪解けで川のーが増えた
つくのはうそ、吹くのは
中華がゆなどにのせる赤い実
スタッドレスからノーマルに替えようかな
宿屋のこと。漢字では旅籠と書きます
出かけていて誰もいません
ひな祭りのうしお汁によく使われる貝

令
和
５
年
１
月
30
日

●
報
告
事
項

１
）
令
和
４
年
12
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
令
和
４
年
度
下
期
監
事
監
査
実
施
要
領
に
つ
い
て

４
）
令
和
５
年
度
監
事
監
査
基
本
方
針
並
び
に
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

５
）
令
和
５
年
度
住
宅
ロ
ー
ン・リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン「
と
く
と
く
プ
ラ

ン
」実
施
要
領
お
よ
び
融
資
渉
外
企
画
商
品
に
つ
い
て

６
）
令
和
５
年
度
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
お
よ
び
教
育
ロ
ー
ン（
証
書
型
）の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
つ
い
て

７
）
ロ
ー
ン
融
資
要
項（
統
一
版
）の
一
部
改
正
に
つ
い
て

８
）
令
和
５
年
度
ダ
ッ
シ
ュ
３・３
運
動【
活
動
要
領
】に
つ
い
て

９
）
令
和
５
年
度
新
茶・飲
料
水
推
進
要
領
及
び
推
進
目
標
に
つ
い
て

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
の
定
例
改
正
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
不
祥
事
対
応
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　
第
29
回
通
常
総
代
会
開
催
日
の
決
定
に
つ
い
て（
案
）

第
５
号
議
案
　
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
６
号
議
案
　
出
資
金
減
口
に
つ
い
て（
案
）

第
７
号
議
案
　
総
代
会
議
案
の
役
員
報
酬
額
に
つ
い
て（
案
）

第
８
号
議
案
　
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
内
部
監
査
細
則
の
制
定
に
つ

い
て（
案
）

第
９
号
議
案
　
令
和
５
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画
に
つ
い
て（
案
）

第
10
号
議
案
　
五
霞
支
店
建
設
に
つ
い
て（
案
）

令
和
５
年
１
月
23
日

●
報
告
事
項

１
）
令
和
５
年
度
内
部
監
査
年
間
計
画
に
つ
い
て

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
内
部
監
査
細
則
の
制
定
に
つ

い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
令
和
４
年
度
下
期
監
事
監
査
実
施
要
領
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　
令
和
５
年
度
監
事
監
査
基
本
方
針
並
び
に
監
事
監
査
計

画
に
つ
い
て（
案
）

第
9
回
監
事
会
だ
よ
り

【お問合せ・連絡先】
  在来線　 大宮電力技術センター　　　　　☎048-641-0725
  新幹線　 大宮新幹線電力技術センター　　☎048-652-7683

東日本旅客鉄道㈱　大宮支社

ＪＲ東日本ではお客様に快適にご利用頂くため、
日夜、安全で安定した輸送の確保に取組んでおります。
　「春の嵐」が吹く季節になります。
　過去に、強風により飛んできた農業用マルチフィルム等が、新幹線の架線にからまり列車の
運行ができなくなる事象が発生してお客様に多大なご迷惑をおかけしたことがありました。

農業用ビニールシートが新幹線・在来線列車を止めることがあります第
12
回
理
事
会
だ
よ
り

「飛来物により列車が遅れたり運休すると、ご利用するお客様に多大なご迷惑
と損害等」に繋がります。是非ご理解を頂き、鉄道沿線で農業用マルチフィル
ム等を使用するときは、強風により飛散しないように十分注意をしてください。
皆様のご協力をお願いいたします。

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

材　料（18㎝のケーキ型）
・お米……………………………………………２合
・Ａコープらっきょう酢…………………大さじ４
　　　　　　　　　（お好みで調整してください）
・卵………………………………………………３個
・キュウリ…………………………………１／２本
・ブロッコリースプラウト………………１／２個
・鮭フレーク……………………………お好みの量
・好きな具（サーモン、マグロ、いくら、エビなど）
・刻み海苔………………………………お好みの量
・ごま……………………………………お好みの量

☆１　卵は炒り卵にします。（錦糸卵でもOK）
☆２　ご飯はらっきょう酢とごまを混ぜて酢飯にします。

①ケーキの型にラップを敷いて、☆１を敷き詰めます。
②酢飯、鮭フレーク、酢飯の順で層になる様に詰めます。
③お皿に乗せ、ひっくり返してから型を外します。
④③の上に好きな具とキュウリをのせ、飾り付けをします。
⑤刻み海苔、ブロッコリースプラウトを散らして完成です。

提供／三和支店職員

【作り方】【作り方】

【準　備】【準　備】

Ａコープのらっきょう酢だけで酢飯が作れます！！
層になる具材や飾り付けの具材を変えたりするなど
して、沢山のアレンジができますので是非ご家庭で
作ってみて下さい。

ポイン
ト

【作り方】

ちらし寿司ケーキ　

6 ＪＡ茨城むつみ　３月号



むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

材　料（18㎝のケーキ型）
・お米……………………………………………２合
・Ａコープらっきょう酢…………………大さじ４
　　　　　　　　　（お好みで調整してください）
・卵………………………………………………３個
・キュウリ…………………………………１／２本
・ブロッコリースプラウト………………１／２個
・鮭フレーク……………………………お好みの量
・好きな具（サーモン、マグロ、いくら、エビなど）
・刻み海苔………………………………お好みの量
・ごま……………………………………お好みの量

☆１　卵は炒り卵にします。（錦糸卵でもOK）
☆２　ご飯はらっきょう酢とごまを混ぜて酢飯にします。

①ケーキの型にラップを敷いて、☆１を敷き詰めます。
②酢飯、鮭フレーク、酢飯の順で層になる様に詰めます。
③お皿に乗せ、ひっくり返してから型を外します。
④③の上に好きな具とキュウリをのせ、飾り付けをします。
⑤刻み海苔、ブロッコリースプラウトを散らして完成です。

提供／三和支店職員

【作り方】【作り方】

【準　備】【準　備】

Ａコープのらっきょう酢だけで酢飯が作れます！！
層になる具材や飾り付けの具材を変えたりするなど
して、沢山のアレンジができますので是非ご家庭で
作ってみて下さい。

ポイン
ト

【作り方】

ちらし寿司ケーキ　

　ＪＡ茨城むつみ女性部は12月22日、本店で旬の野菜を使った料理動画の撮影 (YouTube) を
行いました。これは、中央会が企画したもので地元の旬の野菜や果物を使った調理方法を動画で
紹介し、地産地消を呼びかけ、生産者と消費者を繋ぐ企画となっています。
　今回は、境地区の倉持聡さんにご協力を頂いてセロリの収穫作業から撮影を行い、女性部の生
井真理子さんと稲垣智子さんが収穫したばかりのセロリを使ったスープときんぴらの作り方を紹
介しました。セロリのスープは寒い季節にピッタリの１杯に、セロリのきんぴらは歯ごたえが良
く１度食べたらやみつきになる一品になっています。
　動画は下記のＱＲコードを読み取りご覧ください。
　定期的に更新を行っていますので、是非チャンネ
ル登録とGoodボタン宜しくお願いします。

動画公開『Farm to Table　農家の献立日記』

Farm to Table  農家の献立日記
セルリーのきんぴら・セルリーのスープ
JA茨城むつみ女性部
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■掲載商品以外にも各種取り扱っております。

※申し込み締切日  令和５年３月８日㈬

お問い合わせはお気軽に

0120ー590ー623
TEL.0280ー92ー0141　FAX.0280ー92ー7602

セレモニーホールそうわ
セレモニーホールさくら 古河市駒羽根711番地

フリーダイヤル生活部 葬祭課

初彼岸用お返し物のご案内

■納品がお彼岸に間に合わないことがありますので、お早めのご注文をお願い致します。
■在庫切れの際はご容赦願います。
■商品は残品をお引き取り致しますので、多少多めにご注文下さい。
■商品によっては、色・柄・内容等が変わることがありますのでご了承願います。
■環境保護の一環として、包装を一部省略させていただくことをご了承願います。

■下記の商品は一例でございます。

春分の日を中日として、前後３日間を
合わせた７日間です。
  　彼岸入り　　　　　３月18日㈯
  　中日（春分の日）　３月21日㈫
  　彼岸明け　　　　　３月24日㈮

ー春の彼岸ー

もうすぐ春のお彼岸です。初彼岸を迎えられる皆様にご案内させて頂きます。

どうぞお彼岸のご準備は
JAセレモニーに
ご用命下さい。

定価より

10%
OFF

1,080円（税込） 1,080円（税込） 1,080円（税込）

2,160円（税込）1,620円（税込） 1,620円（税込）

2,700円（税込）

① ② ③

④

⑦

⑤ ⑥

JAだより茨城むつみ 第349号／2023年  3 月 1 日発行／発行所  茨城むつみ農業協同組合／発行者  代表理事組合長  石塚 克己／編集  総務企画部総務企画課
〒306ー0404  茨城県猿島郡境町長井戸23／TEL0280ー87ー1161  FAX0280ー87ー6630／URL  https://www.jamutsumi.com/     E-mail  jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp


